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1  は じ め に

近年,夏秋期の野菜に対し,品質向上や作柄の安定化を

ねらいとしたパイプハウス等の施設導入が増加している。

これに伴い施設の有効利用,と りわけ冬期間栽培される

品目の開発と栽培法の確立が急務となっている。その一つ

としてアサッキをとり上げ.増収対策技術として植付方法
について検討した。

アサッキの植付方法に関する報告事例はほとんどなく,

1か所 1球植えが通例であるが . 2～ 3球植え及び密植に

よる増収効果が顕著であることが判明したので,その概要

について報告する。

2試 験 方 法

(1)植付方法は昭和59年 ,60年とも慣行栽培の 1球植え

に対して 2球植え, 3球植え区を設定 し,条間15m,株間

5 cB間 隔に植付けた。昭和59年は 2球植え,3球植えと単
位面積当たり同じ植付球数となる栽植様式として条間 75

“
,50"区及び株間25",17“区を設定し検.● した。

(2)昭和59年の保温開始は12月 10日 に行ったが,60年は

植付方法と保温開始期の関係を明らかにするため.保温開

始期を 11月 16日 (保温開始までの 5℃ 以下低温遭遇時間

200時 間 ),11月 22日 (同 300時間 ),11月 30日 (同 400

時間 ), 12月 7日 (同 500時間 )に行った。

(3)供試品種は山形在来種を使用し,59年 は 8月 27日 ,

60年は 9月 5日 に植付けた。

うね幅は59年 150伽 (ベ ット幅 110ぃ ).60年 180m(同

120").施肥量はα当たり堆肥 300り ,N-2″ .P206
2″ .K20-2りを基肥として施用した。
なお昭和60年における1球 , 2球 . 3球の植付球の合計

重量はそれぞれ 41夕 , 67′ , 85′ であった。

3 試験結果及び考察

植付方法の違いが生育に及ぼす影響は葉長,株当たり葉

数に顕著に現われ, 2～ 3球植えにより葉長伸長が助長さ

れ,葉数が増加 した。これに伴い収穫時の株重は59年の 2

球植えで慣行区対比32%, 3球植えで,0%増とまさり,60

年も同様の結果であった。

植付様式

株間 25m
⑤ 株間 17“

⑥ 条間 75"
⑦ 条間 50m

株当たり重量

(′ )

球

球

球
②

え

・え

え

植

植

122
130
157
189
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表 1 収穫時の生育 (5'年 )

葉鞘部の太さ (地際部 )
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23      19
18         14
17      13
21       16
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表 3 葉長別収量 (60年 )

注 低温量 :5℃以下の低温に遭遇した時間

表 4 保温開始時期,植付球数と生育日数 (60年 )
保温開始まで
の 低 温 量

植付球数
収 穫 期
(月日)
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穫までの日数
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葉長が 2～ 3球植えで助長される傾向は条間.株間を狭
くした密植処理区でも同様であったが, 1茎当たりの葉鞘

の太さは面積当たり植付球数が多いほど劣った。

収穫は葉長25“程度 (軟自部10",緑色部 10～ 20o)を
めやすとしたが,昭和59年は処理間差を明確にするため慣

行区の収穫期に当たる 1月 23日 に一斉収穫した。この結果

2球植え. 3球植え区の大半の葉長が30"以上を占め,収
量はそれぞれ20%,72%ま さった。この傾向は密植区でも

同様であり,収量的にはむしろ 2～ 3球植方式より同処理

区がまさった。しかし植付作業等を考慮すると密植方式に

は無理があり実用的ではないと判断された。

昭和60年は各処理区の葉長が25∝程度に到達した時点を

収穫期に設定 し収量をみた。その結果は59年と同様の傾向

であり,特に 3球植えの増収効果が顕著であった。

保温開始時期と収量の関係では処理間に大差はなかった

が,保温開始から収穫までの生育日数の処理間差は顕著に

現われ,特に400時間低温遭遇後の保温開始で著しく短縮
された。更に 2～ 3球植えにより生育日数は短縮され,早
期出荷を図るうえでもこの植付方法は有効であるものと判

断された。

4   ま

冬春どリアサツキの増収対策の一つとして植付方法につ

いて検討した。

慣行栽培の 1球植えに比較し2～ 3球植えによる増収効

果は顕著であり,この植付方法で保温から収穫までの生育
日数も短縮されることが判明した。

2～ 3球植えに相当する密植載培でもそれ以上の増収効

果は期待できるが,植付作業等を考慮した場合.実用的に

無理があるものと判断された。
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